
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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『タスキと共につなぐ　熱き想い』

　県下一周駅伝競走大会で本町出身の鹿児島
実業コンビ（永山博基選手と藤崎真伍選手）
が力走を魅せ，姶良地区の３連覇に貢献しま
した。
　２月１４日から１８日まで行われた大会

（３日目）の湯之尾中継所で２位以下を大き
く引き離し，トップでタスキをつなぐ両選手。

路
ろ ぼ う

傍の花 フキ（ふきのとう）
（川西地区個人宅撮影）
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広
報
誌
か
ら
見
る

　
湧
水
町
の
歴
史

町制施行 10 周年

　

平
成
17
年
３
月
22

日
、
旧
吉
松
町
・
旧
栗

野
町
が
合
併
し
、「
湧

水
町
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
の
大
合
併
が

始
ま
っ
て
か
ら
県
下
４

番
目
の
市
町
村
合
併
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
日
、

栗
野
庁
舎
で
の
開
庁
式

は
、
多
く
の
来
賓
が
参

列
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
記
念
す
べ
き

第
一
歩
と
な
り
ま
し

た
。

湧
水
町
役
場
開
庁　
【
平
成
17
年
４
月
号
】

▲

功
労
者
賞
彰
を
受
け
る
西
博
一
氏

　

平
成
17
年
12
月
18
日
、
栗
野
中
央
公
民
館

で
誕
生
記
念
式
典
・
町
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、

合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
な
ど
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
式
典
に
お
い
て
、
新
町
の
町

木
・
町
花
・
将
来
像
な
ど
が
初
め
て
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。

湧
水
町
誕
生
記
念
式
典
・
町
表
彰
式

【
平
成
18
年
１
月
号
】

◎
町
　
木

　
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）

◎
町
　
花

　
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

◎
新
町
の
将
来
像

　

人
と
自
然
が
織
り
な
す
　
芸
術
の
ま
ち

　
　
心
豊
か
で
伸
び
ゆ
く
　
美
し
い
ま
ち

◎
湧
水
町
民
憲
章

一
、
誰
も
が
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
し

　
　
　
人
に
や
さ
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
教
養
と
文
化
を
高
め

　
　
　
伸
び
ゆ
く
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち

　
　
　
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
き
ま
り
を
守
り

　
　
　
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
愛
し

　
　
　
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
歴
史
と
伝
統
・
自
然
あ
ふ
れ
る
、
ふ
る

さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
未
来
に
は
ば
た
く
、
湧
水
町
を
協

働
の
心
で
創
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
と
し
て
繁
栄
さ
せ

る
た
め
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。
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記録に残し、語り継ぐべき事実

感謝と誇り　災害からの復興

　

平
成
18
年
７
月
19
日
に
降
り
始
め
た
雨
は
23
日
ま
で
に
総
雨
量

１
０
５
６
㎜
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
で
川
内
川
の
水
位
が
上

昇
し
、
桶
寄
川
の
堤
防
の
決
壊
、
湯
谷
川
の
氾
濫
等
が
起
こ
り
、
多

く
の
住
宅
が
床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
の
ち
に「
鹿

児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
災
害
で
、
土
砂
流
失
や

道
路
の
冠
水
・
陥
没
等
が
発
生
し
、
多
く
の
住
民
の
方
々
が
避
難
所

へ
避
難
さ
れ
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
被
災
者
の
方
々
に
出
来
る
限
り
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
連
日
行
わ
れ
た
被
災
地
調
査
で
国
や
県
の
関
係
機
関
に
被

災
の
状
況
を
説
明
し
、
復
旧
対
策
並
び
に
阿
波
井
堰
、
永
山
橋
下
流

の
狭
窄
部
改
修
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
抜
本
的
な
改
修
対
策
を
講

ず
る
よ
う
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
う
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
の
復
興
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に

よ
っ
て
一
定
の
成
果
を
挙
げ
ま
し

た
。
猛
暑
の
な
か
で
多
く
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
湧

水
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
、
町
内
の
建
設
業
界
を

は
じ
め
と
し
て
、
諸
団
体
か
ら

１
４
３
７
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
多
く

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録
さ

れ
、
教
育
施
設
を
中
心
に
ゴ
ミ
の

搬
出
や
清
掃
活
動
に
活
躍
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
の
状
況
を
聞
き
、
日
本
赤

十
字
社
や
全
国
か
ら
心
温
ま
る
多

く
の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
、
民

生
委
員
の
方
々
を
中
心
に
被
災
者

の
も
と
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

未
曾
有
の
大
水
害
湧
水
町
を
襲
う　
【
平
成
18
年
８
月
号
】

▲

町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
の
登
録
状
況

▲

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支

援
物
資

▲

活
躍
す
る
町
内
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

【
被
害
の
状
況
】

（
平
成
18
年
8
月
6
日
現
在
）

▼
人
的
被
害　
　
　

な
し

▼
冠
水
面
積　
　
　

３
０
０
㌶
以
上

　
（
道
路
・
農
地
・
宅
地
等
を
含
む
）

▼
住
宅
被
害　

　

・
床
上
浸
水　
　

３
１
９
戸

　

・
床
下
浸
水　
　

１
１
６
戸

▼
避
難
者
数　
　
　

４
９
６
名

▼
被
害
額

　

・
公
共
土
木　
　

約
５
億
円

　

・
山
地　
　
　
　

約
３
億
円

　

・
農
林
水
産
業　

約
７
・
５
億
円

　

施
設
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阿
波
井
堰
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭
及
び
着
工
を
祝
う
会
が
平

成
24
年
10
月
27
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
国
会
議

員
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
改
築
工
事
の

安
全
と
事
業
の
早
期
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
を

記
念
し
て
地
元
川
添
地
区
の
郷
土
芸
能
「
川
添
太
鼓
踊
り
」
が

披
露
さ
れ
、
永
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
同
事
業
の
着
工
を
喜
び
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
協
議
を
重
ね
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
同
工
事
が
着
工
か
ら
３
年
目
と
な
る
平
成
27
年
６
月
に

完
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
設
置
さ
れ
た

可
動
堰
が
力
を
発
揮
し
、
安
心
安
全
な
町
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

阿
波
井
堰
改
築
工
事
が
着
工【平

成
24
年
11
月
号
】

町制施行１０周年　広報紙が伝えた湧水町の歴史

地域とともに歩んだ 62 年の歴史に幕
　

平
成
22
年
３
月
３
日
、
県
立
栗
野
工
業
高

等
学
校
で
最
後
の
卒
業
生
29
名
が
巣
立
ち
、

「
栗
工
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
62
年
間
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
昭
和
23
年
県
隼
人
高
等
学
校
栗

野
教
場
と
し
て
認
可
さ
れ
、
そ
の
後
県
へ
の

移
管
な
ど
を
経
て
、
昭
和
35
年
に
県
立
栗
野

工
業
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
当
時
か
ら
地
域
に
根
差
し
た
教
育
活

動
が
進
め
ら
れ
、
特
に
平
成
11
年
か
ら
学
習

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
体
化
を
目
指
し

て
始
め
ら
れ
た
「
こ
そ
く
り
大
工
」
は
、
高

齢
者
な
ど
の
住
宅
改
修
を
行
い
、
各
方
面
か

ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

『
高
校
生
も
の
づ
く
り
全
国
大
会
』
で
優
勝

す
る
な
ど
の
優
秀
な
人
材
も
多
く
育
て
て
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
窓
生
に
よ
る
『
惜
別
の
会
』

も
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
記
憶
に
残
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
　
栗
野
工
業
高
等
学
校　
【
平
成
22
年
３
月
号
】
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町制施行１０周年　広報紙が伝えた湧水町の歴史

肥
薩
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
フ
ェ
ス
タ 

【
平
成
21
年
12
月
号
】

吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典　
　

 

【
平
成
25
年
11
月
号
】

これまでの 100 年　　これからの 100 年
　

本
町
は
、
肥
薩
線
と
吉
都
線
が
交
わ
り
、「
鉄
道
の
町
」
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

両
線
が
全
開
業
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
平
成
21
年
に
肥
薩
線
が
、
そ
し
て
平
成
25

年
に
吉
松
線
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
線
と
も
そ
の
歴
史
は
古

く
、壮
大
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、鉄
道
フ
ァ
ン
や
沿
線
地
域
に
と
っ

て
、今
も
な
お
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
路
線
で
す
。
新
た
に
九
州
新
幹
線
も
全
線
開
業
し
、

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
も
更
な
る
発
展
と
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（吉都線記事）

一日駅長の黒木　司さん

（肥薩線記事）
にぎわう駅前商店街

（肥薩線記事）　
吉松機関区OB友愛会の皆さん

（肥薩線記事）
400年の歴史を誇る「四部落太鼓踊り」披露

（吉都線記事）　　　　100周年記念碑除幕式

「
十
年
後
の
自
分
と
湧
水
町
」

 

吉
松
小
４
年 

佐
田　

歩
未
さ
ん

　

十
年
後
の
湧
水
町
は
、
平
和
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
楽
し

く
、
そ
し
て
花
い
っ
ぱ
い
で
ゴ
ミ
の
な
い
町
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
と
て
も

明
る
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う

な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
そ
ん
な
湧
水
町
で
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
み
た
い

に
、
や
さ
し
く
て
み
ん
な
を
明
る
く
元
気
に
す
る
、
何
で

も
が
ん
ば
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
い
毎
日
に
し
た
い
で
す
。

▲湧水カラー（ブルー）が
　良く似合っています。

　

湧
水
町
は
、
平
成
17
年
３

月
22
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
そ
の
日
に
一
人

の
女
の
子
が
誕
生
し
て
い
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
10
年
、
笑

顔
の
か
わ
い
い
少
女
に
成
長

し
ま
し
た
。

　

湧
水
町
も
さ
ら
に
飛
躍
す

る
10
年
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

湧
水
町
と

誕
生
日
が

い
っ
し
ょ
！

【
栗
野
駅
が
改
修
】

　

平
成
22
年
8
月
に
、

霧
島
山
麓
湧
水
町
観

光
協
会
が
J
R
栗

野
駅
舎
内
に
設
置
さ

れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

本
町
の
観
光
資
源
を

見
直
し
、
観
光
客
や

駅
を
利
用
さ
れ
る

方
々
に
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

や
土
曜
市
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
一
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。　
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本
町
川
西
の
ゴ

ル
フ
場
開
発
跡

地
に 
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
事
業
主

体
：
合
同
会
社
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
エ
ナ

ジ
ー
湧
水
）
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
に
関
係
者
が
出
席
し
て
竣

工
式
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
出
資
会
社

の
ひ
と
つ
で
設
計
・
施
工
を
担
当
し

た
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
の
稲
垣
副
社
長
が
、

「
今
後
20
年
に
わ
た
っ
て
湧
水
町
で
発

電
事
業
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
地

元
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
事
業
費
約
92
億
円
を
か
け
、
起

伏
の
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
形
状
を
そ
の
ま

ま
利
用
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、

パ
ネ
ル
８
万
６
１
０
０
枚
を
設
置
し
、

発
電
容
量
は
25
・
８
M
W
、
年
間
発
電

量
２
万
８
４
６
６
M
W
h
（
一
般
家
庭

7
，
9
0
0
戸
分
）
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
猛
暑
の
影
響
で
発
電
効
率
の
悪
く

な
る
真
夏
で
も
本
町
の
冷
涼
な
気
候
は
、

発
電
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
が
竣
工

県
内
で
２
番
目
の
規
模
で
３
月
１
日
か
ら
運
転

　

２
月
18
日
、
本
町
と
え
び
の
市
に

ま
た
が
る
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習
場

の
野
焼
き
が
え
び
の
・
都
城
・
国
分

駐
屯
地
隊
員
と
町
消
防
団
合
わ
せ
て

約
７
０
０
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
野
焼
き
は
、
演
習
場

の
広
大
な
敷
地
を
適
切
に
管
理
（
害

虫
駆
除
・
野
火
防
止
等
）
す
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

野
焼
き
を
安
全
に
行
う
た
め
、
草
地
と
山
林
と
の
間

に
は
十
分
な
防
火
帯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
部
隊
を
指

揮
す
る
指
令
（
隊
員
）
が
無
線
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
消
火
用
の
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
や
着
火
器
具
を
装

備
し
た
各
隊
員
を
的
確
に
配
置
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

火
入
れ
の
手
順
は
、
ま
ず
、
風
下
側
の
外
ま
わ
り
を

焼
き
ま
す
。
風
下
で
あ
る
た
め
内
側
に
は
延
焼
せ
ず
、

さ
ら
に
防
火
帯
に
阻
ま
れ
、炎
は
す
ぐ
に
鎮
火
し
ま
す
。

そ
の
後
、
部
隊
は
風
上
側
に
移
動
を
開
始
し
て
一
斉
に

火
を
入
れ
る
と
枯
れ
て
乾
燥
し
て
い
た
草
地
は
勢
い
よ

く
燃
え
上
が
り
、
バ
チ
バ
チ
と
豪
快
な
音
を
立
て
て
一

面
を
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。
延
焼
が
風
下
ま
で
広
が
る

と
そ
こ
は
す
で
に
焼
い
て
あ
る
た
め
、
何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
業
火
が
鎮
火
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
エ
リ
ア
ご

と
に
分
け
て
何
度
も
繰
り
返
し
、
手
際
よ
く
か
つ
安
全

に
野
焼
き
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

野
焼
き
で
大
地
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
４
月
に
は
新
芽
が
芽
生
え
、
一
面
が
若
草
色
に
染

ま
り
、本
町
の
春
を
飾
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。　

春
を
呼
ぶ
風
物
詩

◆
霧
島
演
習
場
の
野
焼
き

▲

風
下
の
外
回
り
に
火
を
入
れ
る
隊
員

▲

炎
が
勢
い
よ
く
斜
面
を
か
け
上
が
る
様
子
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いきいきセンターくりの郷  開館１５周年
　いきいきセンターくりの郷は４月１４日をもって，開

館１５周年を迎えます。日頃より町内外のお客様が利用

しやすい場所を提供できるよう努めておりますので，今

後とも末永くご利用方よろしくお願いいたします。

　４月１４日には開館記念日として，温泉やトレーニン

グルームを利用された方には，次回利用できる無料券を

配布いたしますので，ご近所お誘いの上ご来館ください。

　 い き い き セ ン
ターくりの郷『温
泉 ゆ っ く り ら ん
ど』の１９０万人
目のお客様は霧島
市横川町にお住いの松葉瀬なるみさんでし
た。松葉瀬さんは「月４回ほど利用し，今後
はトレーニング施設も利用してみたい。」と
話されました。

温泉ゆっくりらんど

190
万人達成 !!

　『温泉ゆっくりらんど』では，２月６日を『風
呂の日』として日頃のご利用に感謝して入浴者全
員に入浴無料券を配布しました。また，平日に
もかかわらず町内外からたくさんの方々が入浴　　　　　　　　　
されました。        

2 月 6 日は『風呂の日！』

　いきいきセンターくりの郷には，温泉やトレーニングルーム，グランドゴルフ，図書館，児童
公園，物産館があり，町民ホールでは，絵画，書道，写真など年間を通じて展示されており，一
日を満喫できる施設であります。

入浴料：大人 310 円　小人 130 円　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 210 円（2 時間）福祉風呂 310 円（1 時間 30 分）( 各種回数券・
ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞあり )　有料休憩室：6 畳部屋 520 円（1 時間）・12 畳部屋 720 円（1 時間）

いきセンで充実した時間を！
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身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の補聴器購入費用の
一部を助成します。

　　　　　　　・町内に住所を有する１８歳未満の方
　　　　　　　・両耳の聴力レベルが 30dB 以上 70dB 未満でかつ身体障害者手帳の

交付対象とならない方。
　　　　　　　　世帯の中に市町村民税所得割が 46 万円以上の人がいる場合は，対

象外となります。
　　　　　　　　補聴器の購入及び更新に要する費用　※修理は対象外
　　　　　　　　補聴器の購入額か基準額のいずれか低い額の 3 分の 2
　　　　　　　・印鑑
　　　　　　　・医師の意見書
　　　　　　　・意見書に基づき補聴器販売業者が作成した見積書及び規格の分かる

カタログ

平成 27 年 4 月から
軽度・中等度難聴児補聴器助成金制度が始まります。

※購入の前に申請してください。詳しくは栗野庁舎福祉課（TEL：74 － 3111）
または吉松庁舎住民福祉課（TEL：75 － 2111）までご相談ください。

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
活
用
（
平
成
26
年
度
）　

　

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
自
治
会
な
ど
の
組
織

が
行
う
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設
備
の
整
備
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
田
自
治
会
が
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
、
無
線
放
送
設
備
（
親
機
1
台
・
屋
外
拡
声

器
２
基
）
を
整
備
さ
れ
、
身
近
な
地
域
の
連
絡

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

◎
（
助
成
額
：
２
４
０
万
円
）

農
業
経
営
・
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
　

　

　

２
月
６
日
、
長
谷
地
区
で
夫
婦
で
茶

業
を
営
ん
で
い
る
山
下
真
理
子
さ
ん

（
山
下
製
茶
）
が
平
成
26
年
度
女
性
農

業
経
営
士
と
し
て
県
知
事
か
ら
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
経
営
士
と
は
、
農
業
経
営

に
積
極
的
に
参
画
し
、
農
家
生
活
や
農

業
経
営
・
労
働
管
理
等
の
高
度
な
知
識

や
技
術
を
有
し
、
地
域
農
業
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
発
言
力
や
実
践
力
の

あ
る
方
を
県
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で
、
湧
水
町
で
は
こ
れ
ま
で
６
名
が
女

性
農
業
経
営
士
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
山
下
さ
ん
で
７
人
目
と
な
り
ま

し
た
。

〇 　　

〇

〇
〇
〇

対 象 者

所 得 制 限

対 象 経 費
助 成 額
必要なもの
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伊
佐
湧
水
消
防
組
合
で
は
、
公

有
財
産
の
売
却
処
分
に
伴
い
、
一

般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。
入

札
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事

項
に
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

伊
佐
湧
水
消
防
組
合　

消
防
本
部

☎
０
９
９
５
‐
２
２
‐
０
１
１
９

▼
入
札
に
付
す
る
物
件

○
自
動
車
１
台
（
救
急
車
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
）
○
車
名
：

ト
ヨ
タ　

ハ
イ
エ
ー
ス　

○
走
行
距
離
１
８
５
，
８
３
０
km
（
平

成
27
年
２
月
19
日
現
在
）
○
平
成
８
年
式　

○
車
両
は
、
登
録
抹

消
済
み
で
す
。（
ナ
ン
バ
ー
無
し
）

▼
入
札
参
加
要
件

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
第
１
項
、
ま
た
は
第
２

項
各
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

○
入
札
日
に
満
20
歳
未
満
の
方

○
市
・
町
民
税
の
滞
納
が
あ
る
方

▼
入
札
物
件
の
公
開

　

入
札
物
件
の
公
開
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
物
件
を
確
認
さ

れ
な
く
て
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
札
物
件
に
関
す
る
全

て
の
事
項
を
了
承
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

○
日　
　

時　

３
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

○
場　
　

所　

伊
佐
湧
水
消
防
組
合　

消
防
本
部

▼
入
札
参
加
申
込
み
及
び
入
札
書
の
提
出

　

消
防
本
部
に
準
備
し
て
あ
る
入
札
申
込
書
及
び
入
札
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
及
び
入
札
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ア
ド
レ
ス　

http://www17.ocn.ne.jp/~ohkuchi/

○
提
出
場
所　

伊
佐
湧
水
消
防
組
合　

消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

〒
８
９
５
‐
２
５
０
５

　
　
　
　
　
　

伊
佐
市
大
口
目
丸
１
３
２
番
地
の
１

▼
申
込
み
（
入
札
）
期
間
及
び
提
出
場
所

○
入
札
参
加
申
込
書

　

受
付
期
間　

３
月
23
日
（
月
）
正
午
～
３
月
24
日
（
火
）
午
後

５
時
ま
で
（
郵
送
で
行
う
場
合
は
、
３
月
24
日
消
印
ま
で
有
効
）

○
入
札
書

　

受
付
期
間　

３
月
25
日
（
水
）
８
時
30
分
～
３
月
26
日
（
木
）

正
午
必
着
（
郵
送
で
行
う
場
合
は
、『
入
札
書
在
中
』
を
記
載
す

る
こ
と
）

▼
入
札
の
注
意
事
項

○
最
低
落
札
価
格
は
、
１
０
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。　

○
入

札
保
証
金
は
、
免
除
と
な
り
ま
す
。　

○
様
式
は
所
定
の
も
の
を

使
用
し
、
記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
記
載
金
額
は
、
消
費

税
を
抜
い
た
金
額
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
（
６
，
３
８
０
円
）
は
、
入
札
額
に
含
む
も
の
と
し
ま

す
。
○
記
載
事
項
に
不
備
が
あ
る
も
の
、
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

▼
入
札
の
無
効

○
入
札
参
加
資
格
の
な
い
方
が
行
っ
た
場
合　

○
最
低
落
札
価
格

に
達
し
な
い
場
合　

○
２
回
以
上
の
入
札
を
行
っ
た
場
合　

○
入

札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
場
合

▼
そ
　
の
　
他

○
落
札
者
の
み
通
知
し
ま
す
。　

○
代
金
納
入
は
、
車
両
引
渡
し

時
に
現
金
一
括
納
入　

○
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
は
、
売
買
物
件
に

つ
い
て
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。　

○
落
札
者
が
、
物
件

情
報
の
記
載
内
容
と
実
地
に
符
号
し
な
い
事
項
を
発
見
し
て
も
、

そ
れ
を
理
由
と
し
て
契
約
を
拒
ん
だ
り
、
代
金
の
減
額
を
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

○
物
件
の
輸
送
や
再
登
録
等
に
係
る

費
用
は
、
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。　

○
赤
色
灯
、
サ
イ
レ

ン
、
無
線
機
、
消
防
き
章
は
取
り
外
し
、
車
体
へ
の
消
防
本
部
名

の
記
載
は
消
し
て
あ
り
ま
す
。

公
有
財
産
売
却

　
　（
一
般
競
争
入
札
）
の
お
知
ら
せ

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
）
の
一
環
と
し
て
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
が
募
集

し
た
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
町
内
小
中
学
校
の
み
、
敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

　

金　

賞　

下
戸　

悠
太
郎
（
轟
小　

２
年
）

　
　
　
　
　

新
園　

珠
吏　

 

（
栗
野
小
６
年
）

　

銀　

賞　

成
政　

若
桜　

 

（
栗
野
小
１
年
）　　

　
　
　
　
　

永
野　

未
侑　

 
（
吉
松
小
３
年
）

　

銅　

賞　

前
田　

は
な　

 
（
轟
小　

１
年
）

　
　
　
　
　

石
川　

慎
樹　

 
（
幸
田
小
３
年
）

　
　
　
　
　

廣
山　

梨
星　

 

（
轟
小　

４
年
）

【
中
学
校
の
部
】

　

奨
励
賞　

新
屋　

理
子　

 

（
栗
野
中
１
年
）

　

銀　

賞　

田
底　

真
衣　

 

（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　
　

深
見　

帆
乃
佳
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

永
田　

裕
梨
奈
（
栗
野
中
３
年
）

　

銅　

賞　

野
尻　

菜
々
恵
（
栗
野
中
３
年
）

人文字で防火願う
!!

　栗野中学校では，「湧水町防災
の日」に合わせて行われた避難訓
練で人文字を作成し，火災への注
意喚起を呼びかけました。

防火ポスターコンクール
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地域を知り，交流を深めよう！

　　　　　子ども会大会・

                     ウォークラリー大会

ゆうすいの

話題
　各単位子ども会がお互いの活動を知り，交流を深めるために
湧水町子ども会大会が本年度は吉松保健センターで開催されま
した。会の進行などを子どもたちが主体となって行い，米永・
上川西・老竹地区のそれぞれの子ども会の活動発表や吉松・栗
野両中学校の学校紹介・レクリエーション（カローリング・紙
飛行機づくり）を行いました。
　午後からは会場を下川西地区に移して，ウォークラリー大会
を開催し，約１５０名が参加しました。手渡された地図を見
ながら地区内の永山遺跡や霧島神社などをチーム毎に巡り，各
チェックポイントに用意された難問に協力して挑戦しました。
各地区から参加した子どもたちは，互いに交流をしながら史跡
や豊かな自然に触れ合い，早春の下川西地区を堪

た ん の う

能しました。

　町茶業振興会（会長：山下雄造氏（長谷地区在住））と町茶業青年
が１月２０日に轟小学校（５年生：７名），１月２７日に栗野小学校（５
年生：３１名）で，それぞれ「お茶の淹れ方教室」を開催しました。
　この教室は，鹿児島茶発祥でもある『湧水茶』を小学生にもっと親
しんでもらおうと企画されたもので，児童はお茶の効用やおいしい淹
れ方等の説明に基づき実際に急須を使いお茶を淹れてみて，淹れたて
のお茶の色・香り・味を楽しみました。

おいしいお茶には淹れ方がある！

1　　　　　　　お茶の淹れ方教室

　本誌（生涯 “ 楽 ” 習まちづくり人づくり）でも掲載されている「ゆ
うすい文芸」会長の久保隆雄氏（幸田地区在住）は，昨年１２月に
MBC テレビ番組（湧水ウィーク）に米満町長が出演した際にコメン
トした「本町特有のカルデラ地形による雲海の魅力」を自宅で視聴し
たとき，インスピレーションが湧いたと歌を一句詠みました。「雲海
にたたずむ栗野岳を魚野，陣ノ岡から見るのが好きだ。この景色は本
町の魅力のひとつ。」と歌を色紙に残され，このたび本町のまちづく
りの更なる振興を願って町長に色紙を進呈されました。

テレビ番組のコメントがきっかけ

町の魅力を一句詠む

　東中下場地区にお住いの萩原勝代さんは，長年にわたり栗野駅
待合室に花を生けておられます。栗野駅を利用される方や遠方か
ら駅に来られた方のために，駅舎が少しでも明るく，そして和や
かな雰囲気になればと，季節の花を絶やすことなく生けていただ
いております。駅を利用される際は，ぜひ待合室に立ち寄り，花
で表現された華道の世界を感じてください。
　同氏は「華道教室：新池坊」の役員をされており，自宅の華道
教室で会員と共に腕を磨いておられます。

2/15

ボランティアで雰囲気づくり

栗野駅の待合室を和やかに 

う
ん

か
い

い
っ
た
ん

1/20 1/27



　ビストロ交流会が開催され，今回で１７回目となる今年は「世
界の冬料理で温まろう」をテーマに９カ国１２品の外国料理が振
舞われました。国際交流員など約１５０人が参加し，パフォーマ
ンスでは６組によるのど自慢大会やフィリピンダンス体験，アメ
リカのラインダンス体験をして今年も大いに盛り上がりました。

　地域交流イベント「268 マルシェ（市場）」が栗野駅前で開
催されました。栗太郎館の土曜市とあわせて開催されたことか
ら，本町からも多くの店が出店し，国道 268 号線沿いの物産
店や手作りピザなどの店が並びました。フォークソングや太鼓
の演奏などもあり，訪れた方々は買い物をしながらゆったりと
した時間を過ごしていました。

　春季全国火災予防運動の一環として、「防火フェスタ」
が栗野防災ステーションで開催されました。町内各防火
クラブ等が参加して，消防車・救急車の展示や『防火へ
のねがい』を込めて大空に風船を飛ばしました。また，
住宅用火災警報器の設置推進を図るため，チラシの配布
や視界の悪さを体感する煙体験等が実施されました。

13か国 29人の国際交流員とALTが大集合！

　　　　世界の料理で交流会

届け !! 防火への願い

　　　　「防火フェスタ」を開催

　栗野小学校４年生による豆腐作り体験活動が行われ，くり
の加工グル―プ（会長：福寿暁子さん（北方地区在住））の皆
さんに指導していただき，手作りの豆腐を作って試食しまし
た。
　原料の大豆は，農業体験活動で児童たちが栽培したものが
使用され，木綿豆腐が完成した時には生徒たちから感嘆の声
が上がりました。試食時には、「おいしい。」「いつもの豆腐と
違う。」などの様々な感想を話してくれました。

にがり（苦汁）って？なに

　　　　育てた豆で豆腐づくり

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2211）
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合
併
後
、一
郡
一

町
と
な
っ
た「
さ
つ

ま
町
、長
島
町
、湧

水
町
」が
共
通
し
た

課
題
を
抽
出
し
な

が
ら
、解
決
方
策
へ

向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、

昨
年「
さ
つ
・
長
・
湧

水
連
絡
会
議
」を
設

立
し
、本
年
は
２
回

目
と
な
る
会
議
を
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く

り
の
郷
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
３
町
が
共
通
す
る
課

題
と
し
て
、国
が
取
り
組
み
を
求
め
て
い
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」等
に
つ

い
て
、情
報
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議

を
開
催

2/12第
48
回
鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
17
日
・
18
日

　
　
　
　
　

場
所
：
宝
山
ホ
ー
ル

▼
合
唱
の
部

　

金　

賞　

吉
松
中
学
校
２
年

▼
器
楽
の
部
（
リ
コ
ー
ダ
ー
重
奏
）

　

金　

賞　

栗
野
中
学
校
音
楽
部

▼
器
楽
の
部
（
リ
コ
ー
ダ
ー
小
ア
ン

　
サ
ン
ブ
ル
）

　

金　

賞　

栗
野
中
学
校
音
楽
部

国道268号線沿いの地域活性化

　　　　好評！水俣・伊佐・湧水の交流イベント
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ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

湧
水
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

　

平
成
７
年
４
月
旧
栗
野
町
体
育
指
導
委
員

に
委
嘱
以
来
、今
日
ま
で
町
民
へ
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
の
行
事
を
は
じ
め
、地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、湧
水
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長

の
要
職
で
の
功
績
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
体
育
指
導
の
経
歴
】

　
　
　

平
成
７
年
４
月
～
現
在

　
　
　

湧
水
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▼
成
績

　

総
合
優
勝　

姶
良
地
区

【
姶
良
地
区
】

　

藤
崎
　
真
伍

　
　
（
鹿
児
島
実
業
高
３
年
：
西
下
場
地
区
）

■
１
日
目（
２
月
14
日
）

　

２
区　

坂
之
上
～
喜
入
瀬
々
串（
8
・
6
㎞
）

　
　

区
間
賞　

25
分
57
秒

■
３
日
目（
２
月
16
日
）

　

９
区　

湯
之
尾
～
横
川（
11
・
5
㎞
）

　
　

区
間
２
位　

37
分
35
秒

■
５
日
目（
２
月
18
日
）

　

１
区　

根
占
～
神
川（
10
・
0
㎞
）

　
　

区
間
賞　

32
分
29
秒

　

永
山
　
博
基

　
　
（
鹿
児
島
実
業
高
３
年
：
北
方
地
区
）

■
１
日
目（
２
月
14
日
）

　

３
区　

喜
入
瀬
々
串
～
生
見（
14
・
1
㎞
）

　
　

区
間
３
位　

43
分
22
秒

■
３
日
目（
２
月
16
日
）

　

８
区　

大
口
～
湯
之
尾（
12
・
1
㎞
）

　
　

区
間
賞　

37
分
10
秒（
区
間
新
）

■
５
日
目（
２
月
18
日
）

　

４
区　

垂
水
新
城
～
垂
水（
11
・
6
㎞
）

　
　

区
間
３
位　

37
分
52
秒

　

宮
田
　
章
也

　
　
（
第
一
工
業
大
４
年
：
川
添
地
区
）

■
１
日
目（
２
月
14
日
）

　

７
区　

西
頴
娃
～
松
ヶ
浦（
10
・
2
㎞
）

　
　

区
間
3
位　

33
分
57
秒

■
４
日
目（
２
月
17
日
）

　

９
区　

大
崎
～
高
山（
11
・
5
㎞
）

　
　

区
間
６
位　

39
分
14
秒

　

４
月
29
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
る
第
63

回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
優
勝
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
場
。

　

５
将　

榎
園　

智
司（
鹿
児
島
刑
務
所
）

　

副
将　

深
川　

幸
治（
鹿
児
島
刑
務
所
）

　

３
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
北
九
州
市

で
開
催
さ
れ
る
第
16
回
九
州
高
等
学
校
10
人

制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、県
代

表
と
し
て
出
場
。

　

中
山　

雄
斗（
大
口
高
２
年
）

　

橋　
　

明
孝（
大
口
高
１
年
）

　

村
田　

隼
基（
大
口
高
１
年
）

　
　
　

湧
水
で
熱
戦
！

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主
催
す
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

湧
水
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

創
立
10
周
年
記
念
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

２
月
７
日
・８
日
に
開
催
さ
れ
、県
内
外
の

12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

第
38
回
吉
松
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

　

2
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、県
内
外
の
33

チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰

牧野 広志さん
（長谷地区）

第
62
回

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

期
日
：
２
月
14
日
～
18
日

第
63
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
優
勝

大
会
（
剣
道
）

第
16
回
九
州
高
等
学
校
10
人
制

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

■結果
優勝
　湧水サッカースポーツ少年団

■結果
準優勝　
　幸田ソフトボールス
ポーツ少年団
ベスト８　吉松ソフト
ボールスポーツ少年団
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納税報奨金制度の廃止のついて
・ 平成２７年度より納税報奨金制度は廃止いたします。
・ 納税報奨金廃止後においても自主的，主体的な地域活動を運営できるよう支援す

るため自治会補助金を充実するとともに，自治会等の活動低下を緩和するため，
納税報奨金廃止後３年間緩和措置を行います。

・ 納税通知書は，すべて郵送することとします。
・ 納税思想の啓発及び納税意欲の向上が不可欠なため，引き続き納期内納付の督励

を自治会長へ要請することとなります。
納税報奨金制度は廃止されますが，今後とも納期内納付にご協力くださるようお願
いいたします。

　納め忘れがない安心・確実な「口座振替」が便利です。町内各金融機関又は郵便
局窓口でお申し込みください。
　※口座振替手続きに必要なもの

　　通帳及び届出印鑑。申請書は，町内の各金融機関・郵便局の窓口においてあ
ります。

　平成２７年４月以降の下記納付書では，あいら農業協同組合　本所・支所・役場
派出所，　鹿児島銀行　本店・支店・代理店，　鹿児島信用金庫　本店・支店に加え
て　九州内 ( 沖縄県を除く ) のゆうちょ銀行・郵便局でも納付できるようになりま
す。（ただし，納期限が過ぎた納付書での納付はできません。）
町税及び国民健康保険税，介護保険料，後期高齢者医療保険料，水道料，保育園保
育料，幼稚園保育料，住宅使用料，教職員住宅使用料，奨学資金貸付金償還金

※不明な点は，ご気軽にお問い合わせください。

【問合せ先】　栗野庁舎　税　務　課　　☎74ー3111　内線　2141

町税 ( 町県民税・固定資産税・軽自動車税 ) 及び
　　　　　　　　国民健康保険税等は便利な口座振替で！

郵便局でも納付できるようになります

( )
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【問合せ先】　栗野庁舎　水道課　☎74ー3111　内線　2171

【維持管理等区分について】
・お客様が敷地（民有地）内へ布設している水道管はメーター器の手前であってもお客様の財産で
あります。
・下記の図のように官民境界より民有地側で漏水があった場合は，お客様のご負担で修理してい
ただいております。
・市町村によって考え方が違いますが，本町は合併前よりお客様が給水をされる時に給水負担金
をいただいておりませんので，この考えを引き継いでおります。

水　道　課　よ　り　お　知　ら　せ

　

【水道の各種手続きについて】
転入･転出や町内での引越し及び使用者等の変更には給水手続きが必要となりますので，
役場水道課で必ず手続きを行ってください。なお，手続きの際は認印をご持参ください。(借
家の場合，管理人の方の同意も必要になります。)
無断使用の場合は過料が発生します。また，転出されても手続きをされなかった場合，料金
は徴収されます。
また，町水道課では，水道使用料の支払いに便利な口座振替での推進を行っています。
口座振替を希望される方は，ＪＡあいら・鹿児島銀行・鹿児島信用金庫・ゆうちょ銀行のい
ずれかの金融機関で手続きをお願いします。
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開館時間：午前１０時～午後６時
休館日　：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3），特別館内整理期間　　　問合せ先　℡：74-1821

『
マ
キ
ノ
の
庭
の
ミ
ツ
バ
チ
の
国
』

　

定
年
退
職
後
に
移
り
住
ん
だ
マ
キ

ノ
町
で
の
、
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
と
の
暮

ら
し
を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
春
ら

し
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
れ

ま
す
。

『
お
さ
わ
が
せ
フ
ン
ガ
く
ん
』

　

人
気
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
巻
が
入
り

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
わ
が
ま
ま
な
フ

ン
ガ
く
ん
は
、
い
つ
も
小
さ
な
事
件

を
起
こ
し
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
フ

ン
ガ
く
ん
に
、
き
っ
と
い
や
さ
れ
ま

す
よ
。

注
目
の

尼川　タイサク／著
西日本出版社

国松　エリカ／作
小学館

新刊

　

図
書
館
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
、
約
80
冊
の
本
を

「
新
着
本
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
出

版
さ
れ
た
小
説
や
絵
本
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
話
題
の
本
、
利
用
者
の
方
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
本
な
ど
、
毎
週
様
々
な
本
が
並
び
ま
す
。

貸
出
中
の
本
は
、
予
約
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
金
曜

日
は
図
書
館
へ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
新
た
な
本
と
の

出
会
い
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
よ
。

くりの図書館に来てね！
 

毎
週
金
曜
日
は

　

 

新
着
本
の
日
！

図書館で子どもたちと

楽しい時間を過ごしませんか !?
　子どもたちが，読書や図書館活動をますます楽しむことがで
きるよう，ボランティアでご協力くださる方を募集しています。

・おはなし会　
絵本や紙芝居の読み聞かせ等

・創作教室等での講師
簡単な工作や作品づくりの指導等

・特技や趣味を活かされたもの
例）館内の雰囲気づくりのための展示物作成等

　これらの活動に興味のある方，子どもたちとの触れ合いのなかで
充実した時間を過ごされたい方，お待ちしています！ 
詳細については，図書館へお問い合わせください。

くりの図書館 開館１５周年

★開館記念おはなし会
日時／ 4 月 19 日 ( 日 )　10:30 ～　
場所／図書館おはなしコ－ナー
　絵本・紙芝居の読み聞かせやパ
ネルシアターなどの実演
☆当日，図書館で本を借りてくだ

さった方には，記念品を差し上
げます。数に限りがありますの
で，お早目にご来館ください！

４月１９日（日）
記念イベントを行います

★開館１５周年記念　写真展示
期間／ 4 月 14 日～　5 月末（予定）
場所／図書館入口
　平成 26 年度のイベント等の写真
展示を行います。

★図書館クイズ
日時／ 4 月 19 日 ( 日 )　10:00 ～
　　　　（先着 30 名）
　図書館内でクイズに答えてメダ
ルをもらおう！対象は小学生です。
小学生未満は，保護者の方と参加し
てください。
～１５年間たくさんのご利用
　　　　ありがとうございます～

み
な
さ
ん
の
ご
来
館

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

３
月
・
４
月
は

　
変
化
の
多
い
月

　
　
〈
ほ
っ
と
落
ち
着
く

　
　
　
　
　
　

時
間
を
読
書
で
〉
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開催場所　毎月1・3水曜日   1 9 : 3 0 ～ 2 1 : 0 0
開催場所　コミュニティ防災センター
　　　　　　　（停車場地区）
連  絡 先　栗野中央公民館　☎ 74 － 4313

　
短
　
　
歌

「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
響
か
せ
て
歩
く
町
内
空
家
増
え
来
し　
　

﨑
田　

ユ
ミ

今
日
も
又
も
こ
も
こ
着
ぶ
く
れ
初
雪
に
霧
島
連
山
冬
景
色
な
り　
　
　
　
　
　

  

今
西　

麗
子

ぐ
る
ぐ
る
と
回
転
木
場
の
ま
わ
る
ご
と
巡
り
め
ぐ
り
ぬ
二
十
四
節
気　
　
　
　

  

榎
木
志
津
代

石
を
噛
み
虫
歯
と
な
り
し
治
療
歯
の
四
十
年
振
り
ぽ
ろ
り
手
の
中　
　
　
　
　

  

冨
山　
　

泰

う
す
目
開
け
春
の
ぞ
き
い
る
沈
丁
花
の
固
い
蕾
が
ふ
っ
く
ら
笑
う　
　
　
　
　

  

坂
元　

美
子

首
に
太
き
マ
フ
ラ
ー
巻
け
る
少
年
は
雪
蹴
散
ら
し
て
走
り
抜
け
た
り　
　
　
　

  

中
村　

綾
子

健
げ
に
も
曲
り
く
ね
っ
た
枝
先
に
「
ま
だ
行
け
ま
す
」
と
実
り
し
ト
マ
ト　
　

  

木
場　

千
恵

な
ま
温ぬ

る

き
日
ざ
し
を
背
に
浴
び
な
が
ら
別
れ
の
刻
を
し
み
じ
み
想
ふ　
　
　
　

  

上
水
流
和
子

菜
園
に
サ
ル
一
匹
人
参
喰
べ
お
り
仲
間
は
ず
れ
か
淋
し
気
に
見
ゆ　
　
　
　
　

  

内
村
と
し
子

ク
レ
ー
ン
車
に
跨
り
技
師
の
操
作
す
る
そ
こ
退
け
そ
こ
除
け
車
が
通
る　
　
　

  

鬼
塚　

文
雄

姑
上
の
五
十
年
忌
を
弔
ひ
ぬ
仕
へ
し
頃
の
姑
や
さ
し
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

  

抜
水
ふ
く
代

耳
を
「
み
ん
」
馬
を
「
う
ん
ま
」
と
言
う
里
に
東
風
吹
か
ば
灰
の
降
り
来
る　

  

福
田
三
四
五

節
分
に
鬼
は
外
だ
と
ま
く
豆
も
ま
め
に
ま
か
ね
ば
鬼
は
絶
え
な
い　
　
　
　
　

  

久
保　

隆
雄

駅
伝
の
先
頭
切
っ
て
走
り
来
る
は
友
の
孫
な
り
叫
び
に
叫
ぶ　
　
　
　
　
　
　

  

原
口　

信
子

飛
行
時
計
七
十
年
ぶ
り
に
甦
り
家
族
の
元
へ
帰
り
て
行
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

  

内
村
美
代
子

　
川
　
　
柳

【
川
柳
】

母
心
い
か
程
知
る
や
計
ら
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

北
園
ふ
く
え

テ
ロ
さ
わ
ぎ
何
処
ま
で
続
く
世
の
無
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

水
堀　

松
枝

色
の
な
い
返
事
逃
げ
場
を
さ
が
し
て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藤
元　

芳
子

薩
摩
路
を
走
り
つ
な
い
で
春
を
よ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

少
年
に
口
髭
ほ
の
と
春
立
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五 

店み
せ
じ
め閉
い
亭と

と主
あ
乗く

い

ま
用
車
で
鼾い
び

き
ょ
け
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

(
唱) 

周あ

た辺
や
暗く
ろ

な
っ
鳥
カ
ラ
イ
が
カ
ー
ち

ひ
な
祭
い
座ざ

な中
け
飾
れ
ば
賑に

っ
ぎ
ゃ
こ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

(

唱)　

大う

で
と
を
買こ

た
や
曲
が
っ
寝
い
か
た

爺じ

が
格ゆ

ご言
っ
「
無じ
も
ん駄
ぬ
す
ん
な
全ず

る部
っ
食く

ぇ
」
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

(

唱)　

飯め
し
つ粒
っ
も
茶
で
注す
す

っ
込く

ん
食く

っ
・
こ
の
「
湧
水
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に

栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 絵手紙教室 3月12日～ 4月10日

吉 松 書道教室（初級） 3月12日～ 4月10日

活動内容
　カンタービレ町民合唱団は，歌が大好きな 「ゆかいな仲
間たち」 です。練習をかさね老人会，老人ホーム等々ボラ
ンティア活動を行っております。みんなで楽しく心で歌う‼ 
カンタービレ合唱団は輝いています！

カンタービレ （町民合唱団）
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　２月２１日は栗野中央公民館で第１７回ビストロ交流会を
開催しました。私はこのようなイベントを初めて企画したの
で，色々と不安なところがありましたが，当日は約１５０名
と多くの方に参加していただき，大盛況でした。そのうち県
内各地から国際交流員，ＡＬＴなどの外国人３５名が参加され，地元の参加者と楽しく交流され
ていました。今回のテーマは「世界の冬料理で温まろう」ということで，当日は８ヶ国の方に出
身国でよく食べられている温かい料理を町内のボランティアのご協力をいただいて作りました。
みなさんで一緒に料理を作り，相手の国の食文化に触れ，身近な材料の思わぬ使い方が分かり，
私はとても楽しくて有意義な時間だと感じました。交流会では，料理がびっくりするほどの早さ
で無くなりました。自分であまり試食できなかったのが残念ですが，みなさんに気に入っていた
だけてなによりです。
　また，のど自慢大会を開き，参加外国人のうち６組にロック，ポップス，Ｒ＆Ｂ，フォークソ
ングなど幅広いジャンルの歌を披露していただきました。最後は外国ダンス体験があり，講師の
二宮ローズさん（フィリピン出身）とカトウ・ミシェルさん（アメリカ出身）にフィリピンダン
スとアメリカのラインダンスを教えていただきました。会場のみなさんが恥ずかしがって参加し
てくれないかと心配していましたが，みなさんは初めて踊るにもかかわらずノリがよく，楽しく
踊られたので，ホッとしました。こんな風に他国の文化に触れるのが初めてという方が多く，参
加されたみなさんにとってとても良い経験になったのではないかと思います。来年もぜひ，ビス
トロ交流会で海外の文化と触れてみてください。

第１７回ビストロ交流会を振り返って

未の年とレイバー・デイについて
　みなさんこんにちは。３月になってちょっと暖かくなりましたね。今回
は春節とオーストラリアのレイバー・デーについて説明したいと思います。
　前回もお話ししましたが，私は２月香港に行って，そちらの家族や友人
と１９日・２０日に春節を祝いました。デコレーションがたくさん飾って
あり，羊のモチーフと赤（中国の文化では幸運を招く色）を使ったものが多かったです。十二支は日本にもあ
りますが，「亥」は日本では猪を指しますが，中国では豚のことです。私の子供の頃は「フルーツバスケット」
や「十二戦支 爆烈エトレンジャー」など十二支を登場人物にした日本のアニメをよく見て，中国と日本の文化
が深く繋がっていることが分かりました。仏教の普及により，同じ十二支は他のアジアの国でも使われている
そうです。２０１５年は未の年です。羊は優しい性質を持つ動物ですから，「平和」と「穏やかさ」などの象徴
になっているそうです。また，幸運を招く動物なので，今年は有望な１年になるとされています。今年は争い
と葛藤のある国が平和になって癒され，世界中の人たちに知恵と幸福をもたらす１年になりますように私は祈っ
ています。今年生まれる子供たちは，もしかしたら運がいいかもしれません。
　私が住んでいたオーストラリアのビクトリア州では，３月の第２月曜日はレイバー・デー（労働者の日）と
いう祝日です。１８５６年に採用された労働時間の規制を記念する日です。その前は週に７０時間以上働いて
もおかしくなかったらしいですが，それ以降は１日に８時間の労働時間が標準になりました。法律では有給休
日になっており，この日は家族とリラックスするのが普通です。日本でいう勤労感謝の日に似ているところが
あります。みなさんの毎日の頑張りを感謝するのはとても大切で，子どもたちが消防士や警察官に感謝の手紙
を書くことは、とても良いアイデアだと思います。
　今回も読んでいただき，ありがとうございました。次回もよろしくお願いします。

シェリルの冒険記録日誌

ジョシュア・リオンの国際交流日記

▲フィリピンダンスでオーレ（ole)!
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健康保険の変更は必ず届け出が必要です！

届け出に必要なもの

大学などの進学が決まった

国
保
だ
よ
り

　職場の健康保険と国保の間で切り替えがある場合には，ご自身による届け出が必要です。
自動的に切り替わることはありませんのでご注意ください。

　
＜国保に加入するとき＞
①　職場の健康保険を脱退したことを証明するもの（資格喪失連絡票や離職票など）
②　印鑑
③　年金証書（60 歳以上 65 歳未満の方でお持ちの方）
＜国保を脱退するとき＞
①　職場の健康保険証（脱退する方全員分）
②　国民健康保険証
③　印鑑

※手続きが遅れると，健康保険の二重加入などにより，不利益を受けることがありますのでご注意
ください。

　
　湧水町の国保に加入している方が，大学などへの進学により湧水町から他市町村へ住所を移す場
合は，学生用保険証の手続きが必要です。転出届を提出したら，①学生であることが証明できるも
の（在学証明書または学生証，入学前の場合は合格通知書）②今までの保険証をお持ちのうえ，栗
野庁舎保健衛生課または，吉松庁舎住民福祉課へ届け出を行ってください。

　湧水町に住所のない方は，原則として湧水町の保険証を使うことができません。しかし，特例と
して，湧水町の国保に加入している方が進学を理由に住所を移し，湧水町にいる扶養義務者が生計
を維持している場合は，湧水町が発行する学生用保険証を使うことができます。
※学生用保険証を使用できるのは，「学生である期間」のみです。

　湧水町国保の学生用保険証（右上に学がある保険証）をお持ちの方が，卒業などにより学生で
なくなる場合は，学生用保険証を返却し，進路に応じた手続きをすることになります。

【問い合わせ先】　　栗野庁舎　 保健衛生課　　℡：７４ー３１１１
　　　　　　　　　吉松庁舎　 住民福祉課　　℡：７５ー２１１１

学生用保険証とは・・・

学生用保険証をお使いの方へ

○

チェンソーアート全国大会ｉｎ湧水町
平成27年　11.7㊏・11.8㊐開催
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≪ 自 殺 予 防 に つ い て 考 え る ③ ≫

ひとりで悩まないで

～一人ひとりの大切ないのち～
≪ 3 月は自殺対策強化月間です≫

　国は，月別自殺者数の最も多い 3 月を『自殺対策強化月間』と定め，重点的に広報活動を展

開しています。自殺の原因には，健康の問題や経済・生活の問題，うつ病などさまざまなこと

が複雑に関係しているといわれています。これらの問題に対して，うつ病の早期発見など地域

全体で予防に取り組むことが求められています。この機会に自殺予防について考え，心の健康

を見つめ直してみてください。

自殺者を一人でも減らすために、あなたにできること、それは・・・・・
家族や仲間の変化に気付いて，

声をかける

気づき
　「いつもと様子が違うので心配だ」
などと声をかけてみましょう。声を
かけることで，「あなたは決して一
人ではないのだ」ということを理解
してもらえます。

本人の

気持ちを尊重し，耳を傾ける

傾聴
　話をじっくり聞き，その気持ち
を肯定的に受け止めると，その人
は気持ちが落ち着いて，本来の
自分を取り戻すことができるので
す。この［傾聴］は悩みを聞く上
で常に心がけたいことです。

早めに専門家などに

　　　　　相談するよう促す

つなぎ
　抱え込んでいる問題や悩みを解決する
方法を知らずに，死を選んでしまうこと
ほど残念なことはありません。
専門家の支援を受けること，また様々な
支援の輪を広げていくことが大切です。

寄り添いながら，

じっくりと見守る

見守り
　話を聞いた→専門家を紹介した→万事
解決，ということはまずありません。一
見元気になったように見えても，悩みは
繰り返し頭を占めるものです。本人が完
全に乗り越えるまで，長期間見守る必要
があります。

問い合わせ先：栗野保健センター　　☎７４ー３１２０

そして…悩んでいるあなたへ
ひとりで悩んでいませんか？
抱え込んでいる悩みをぜひ相談
してください。話すことから解
決の道が開けます。

☆鹿児島県自殺予防情報センター
専用ダイヤル：０９９－２２８－９５５８
相談日：月曜日・木曜日
　　　≪午前９時～正午　午後１時～４時≫
☆鹿児島県精神保健福祉センター
ＴＥＬ：０９９－２１８－４７５５
相談日：月曜日～金曜日
　　　≪午前８時３０分～正午　午後１時～５時≫

【
相　

談　

窓　

口
】
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■
良
質
の
副
葬
品
が
大
量
出
土

　

え
び
の
市
に
あ
る
島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
第

１
３
９
号
墓
で
、
１
５
０
０
年
前
の
大
量
の
副

葬
品
を
納
め
た
地
域
首
長
級
の
墓
を
完
全
な
状

態
で
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
も

各
県
あ
る
い
は
、
旧
国
に
1
基
程
度
あ
る
か
な

い
か
の
も
の
で
す
。

　

発
見
に
あ
た
り
、
鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博

物
館
橋
本
達
也
准
教
授
は
「
こ
れ
だ
け
大
量
の

遺
物
が
完
全
な
状
態
で
見
つ
か
る
古
墳
は
、
一

生
に
一
度
巡
り
合
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
ほ
ど

の
珍
し
い
も
の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
基
本
情
報
】

・
年
代
は
、
5
世
紀
末
～
6
世
紀
（
古
墳
時
代

中
期
末
～
後
期
前
葉
）

・
島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
の
中
で
も
、
最
多
・

最
上
位
の
副
葬
品
が
完
全
な
状
態
で
出
土

・
男
女
と
考
え
ら
れ
る
2
人
が
埋
葬
。
追
葬
は
、

な
し
。

【
特
筆
す
べ
き
点
】

　

地
位
の
高
い
首
長
層
の
古
墳
の
場
合
、
未
盗

掘
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

　

土
に
触
れ
ず
、
通
常
で
は
腐
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
、
繊
維
や
革
な
ど
が
多
量
に
残
存
し
て
い

る
こ
と
。

　

有
機
質
や
金
属
器
が
良
好
な
状
態
で
残
存
し

て
い
る
こ
と
。

市
社
会
教
育
課
文
化
係　

　

☎
０
９
８
４

－

３
５

－

２
２
６
８

【
世
紀
の
大
発
見
を
写
真
で
】

　

え
び
の
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
大
発
見

と
な
っ
た
島
内
１
３
９
号
地
下
式
横
穴
墓
の
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】3
月
3
日（
火
）～
3
月
29
日（
日
）

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
6
時
（
日
曜
・

祝
日
は
5
時
ま
で
）

【
場
所
】
市
歴
史
民
俗
資
料
館

【
休
館
日
】
3
月
9
日
、
16
日
、
23
日
、
25
日

市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
９
８
４

－

３
５

－

３
１
４
４

探
訪

霧
島

環

ー
か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う
ー

▲出土した埋葬品

発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他、電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第 169 回 「楽しいキャンドルクラフト」
　ろうそくの炎は , 気持ちを落ち着かせ , ほんのり辺りを照らします。
あなただけのオリジナルキャンドルを楽しみながら製作しませんか。
日　時／平成 27 年 4 月 18 日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／タラデザイン専門学校　徳重　信一　先生
定　員／ 20 名（年齢制限はなく，どなたでも気軽に参加できます。）
参加料／入園料の他に２００円

第 170 回 「～四変化～紙で作る立体パズル火」
　くるくる回って絵が４つに変化する立体パズルです。絵を描いたりマー
ブリングしたりして，楽しく遊べる作品を作りませんか？
日　時／平成 27 年 5 月 16 日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島市立皇徳寺中学校　有川   幸輝　先生
定　員／ 20 名（年齢制限はなく，どなたでも気軽に参加できます。）
参加料／入園料の他に２００円

コレクション展パートⅢ
　開催中 ▼ 4/12（日）

月曜日休園
（祝日の場合は翌日休園）

イサム・ノグチ《発見の道》1983-84 年

　イサム・ノグチ（1904-88）は，アメリカのロ
サンゼルスにて，詩人野口米次郎とアメリカ人の母
レオニー・ギルモアの間に生まれます。ノグチの生
い立ちは複雑で，幼少時に日本へと移住し，10年
ほどして再びアメリカに戻るという経緯を経ていま
す。始め医学部へと進学するも，野口英世との出会
いから芸術家を志します。アメリカで彫刻を学んだ
後，パリに留学し，抽象彫刻の先駆者ブランクーシ
に師事しています。 

　ノグチは物質の本質を探
る取り組みによって，優れ
た彫刻作品群を残していま
す。さらに，大地そのもの
を作品へと変える，今で言
うランドアートの作品も考
案しています。本作は最晩
年の作品の一つで，掘りあ
と，磨いた表面，手を加え
ていない部分や表面など，
それぞれの質感や形を活か
し一つの作品にまとめ上げ
ています。

平成 27 年 2 月の
発見楽しみ工房の制作風景　
　鹿児島大学教育学部附属中学校の濱川
達一先生と一緒に，和紙を使って優しく
光る，心を癒やすオリジナルのオブジェ
を作りました。

▲

島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
第
１
３
９
号
墓

【申し込み・お問い合わせ先】　霧島アートの森　☎74 ー 5945
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カ
ラ
ス
の
営
巣
情
報
の
提
供
に

つ
い
て

　

毎
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
、

電
柱
へ
の
カ
ラ
ス
営
巣
が
原
因
に

よ
る
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

営
巣
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、九

州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
お
気
づ
き
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
遠
慮
な
く
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

　

九
州
電
力
霧
島
営
業
所

　
☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－
８
０
３

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

と
は
、排
出
ガ
ス
性
能
な
ど
に
応

じ
て
自
動
車
税
を
減
額
ま
た
は
増

額
す
る
制
度
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
に
減
額
さ
れ
る
自
動

車
　

平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
し

た
自
動
車
の
う
ち
、電
気
自
動
車

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
な
ど
、一
定
の
排
出
ガ
ス
性

能
と
燃
費
性
能
を
備
え
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車

※
新
車
新
規
登
録
の
翌
年
度
１
年

分
の
み

▼
自
動
車
税
が
増
額
さ
れ
る
自
動
車

○
新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数

を
経
過
し
た
環
境
負
荷
が
大
き
い

自
動
車

○
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

車
新
規
登
録
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

○
平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

車
新
規
登
録
し
た
ガ
ソ
リ
ン
車

（LPG

車
を
含
む
）

※
抹
消
登
録
さ
れ
る
ま
で

※
特
例
適
用
後
の
税
額
な
ど
、詳

し
く
は
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動

車
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
　
☎
０
９
９

－

２
６
１

－

５
６
１
１

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー・
発
達
障

害
啓
発
週
間
に
つ
い
て

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め

た「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、４

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
は「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
害
の
方
は
、他
人
の
意
図
や
感

情
を
直
感
的
に
理
解
し
た
り
、言

葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
な
ど
が
苦

手
な
場
合
が
あ
り
、学
校
や
職
場

で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
は
、親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境

が
原
因
で
は
な
く
、脳
機
能
の
発

達
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

　

発
達
障
害
は
、見
た
目
に
は
障

害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い

た
め
、行
動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。発
達
障
害

の
特
徴
を
知
り
、正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

　

県
庁
障
害
福
祉
課

　
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
４
４

県
労
働
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

県
で
は
、雇
用
や
労
働
条
件
な

ど
労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
を
労
働
相
談
員（
社
会
保
険
労

務
士
）が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。労
働
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
や
質
問
な
ど
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
相
談
事
例

○
解
雇
や
賃
金
、年
次
有
給
休
暇

な
ど
労
働
条
件
に
関
す
る
相
談

○
雇
用
保
険
や
労
働
保
険
な
ど
保

険
制
度
に
関
す
る
相
談

○
職
場
の
人
間
関
係
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談
な
ど

▼
相
談
時
間

　

平
日
午
前
９
時
～
正
午
、午
後

１
時
～
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

労
働
相
談
専
用
電
話

　
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
１
８
８

自
動
車
税
の
納
税
は
便
利
な
口

座
振
替
で

　

自
動
車
税
の
納
税
は
、電
話
料
金

や
電
気
料
金
な
ど
の
よ
う
に
、口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
方
法

　

預
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、取
引
の
あ
る
金
融

機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、郵
便
局
を
除
く
）

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
１
９
６

食
の
安
心・
安
全
情
報
メ
ー
ル
を

配
信
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、食
品
表
示
の
制
度
改

正
な
ど
、食
の
安
心
・
安
全
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
を

行
う「
食
の
安
心
・
安
全
情
報
メ
ー

ル
」（
月
2
回
配
信
）を
受
け
ら
れ

る
、「
鹿
児
島
県
食
の
安
心
・
安
全

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」を
募
集
し
て

い
ま
す
。食
に
関
わ
る
仕
事
に
就

い
て
い
る
方
、食
の
安
全
に
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

　

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方
や
事
務
所
を
有
す
る
団
体
・
企

業
・
学
校
な
ど
で
、パ
ソ
コ
ン
ま
た

は
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル
受
信
が

可
能
な
方（
通
信
料
は
受
信
者
負

担
）

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で「
食
の
安
心
・
安
全
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
」を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

　

県
庁
食
の
安
全
推
進
課

　
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８
８
８

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

Infomation
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催し物
コーナー

　

　公民館学級活動内容紹介パネル展 １部（いきいきセンター町民ホール） 
（3月24日～ 4月5日）  
　公民館学級活動内容紹介パネル展 ２部（いきいきセンター町民ホール） 

（4月 7日～ 4月20日）

3/18 水　　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 4/2 木

3/19 木

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30 ～ 11：00） 
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00） 
　　ゆうすいスッキリ教室

（9：00 ～ 11：00）

4/3 金 資源ごみ収集（川西地区）  

3/20 金 資源ごみ収集（川西地区）  4/4 土

3/21 土 　　祝日休館日 4/5 日

3/22 日 4/6 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約 

3/23 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約  

4/7 火 資源ごみ収集（北方・轟・幸田・米永地区）

3/24 火
資源ごみ収集（上場・老竹・長谷・東中下場・西
下場地区）
　　心も体も元気教室　膝・腰らくらくコース

（9：30 ～ 11：00）

4/8 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 

3/25 水 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30 ～ 11：00） 4/9 木

3/26 木 　　休館（館内整理日）  4/10 金
資源ごみ収集（川東地区）  
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍
聴できます。（一部非公開の場合もあります。）

3/27 金
資源ごみ収集（川東地区）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
4/11 土

3/28 土 　　おはなしの森
（10:30 ～　おはなしコーナー）  4/12 日 　　  

3/29 日 4/13 月
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）　
※要予約
　　休館日  

3/30 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約

4/14 火 資源ごみ収集（上場・老竹・長谷・東中下場・西
下場地区）  

3/31 火 4/15 水

4/1 水 4/16 木

吉中公

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良郡歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　下さい。

3 月 21 日㈯ 4 月  ５日㈰

3 月 22 日㈰ 4 月 12 日㈰

3 月 29 日㈰

大庭医院
（霧島市牧園）76 － 1984

前田医院
（湧   水   町）74 － 5001

霧島温泉クリニック
（霧島市牧園）78 － 2338

林内科
（霧島市横川）72 － 1818

吉松温泉医院
（湧   水   町）75 － 3311

日曜・祝日在宅医
（3・4月）

2
月
2
日
（
月
）

・
定
期
監
査
あ
い
さ
つ

2
月
3
日
（
火
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
青
少
年
体
育
全
国
大
会
出
場
報

告
対
応

2
月
4
日
（
水
）

・
九
州
防
衛
局
長
来
庁
対
応

2
月
5
日
（
木
）

・
町
青
少
年
問
題
協
議
会

2
月
6
日
（
金
）

・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同
盟

会
西
部
方
面
総
監
部
要
望

2
月
7
日
（
土
）

・
町
更
生
保
護
女
性
会
結
成
10
周

年
記
念
大
会
反
省
会

2
月
9
日
（
月
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定

例
会

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

・
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

2
月
10
日
（
火
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組

合
議
会
定
例
会

2
月
11
日
（
水
）

・
吉
松
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
2
月
12
日
（
木
）

・
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会

・
長
谷
地
区
高
齢
者
等
研
修
会

・
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議

2
月
13
日
（
金
）

・
県
治
山
林
道
協
会
理
事
会

2
月
14
日
（
土
）

・
県
下
一
周
駅
伝
激
励

2
月
15
日
（
日
）

・
さ
つ
ま
町
町
制
施
行
10
周
年
記

念
式
典

2
月
16
日
（
月
）

・
県
下
一
周
駅
伝
激
励

2
月
17
日
（
火
）
～
18
日
（
水
）

・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同
盟

会
中
央
要
望

2
月
19
日
（
木
）

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合

議
会
定
例
会

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
議

会
定
例
会

・
大
口
地
方
卸
売
市
場
管
理
組
合

議
会
定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
定
例

会
2
月
20
日
（
金
）

・
ゆ
め
・
と
き
め
き
ふ
れ
あ
い
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
設

立
総
会

2
月
23
日
（
月
）

・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
エ
ナ
ジ
ー
湧
水

太
陽
光
発
電
事
業
施
設
竣
工
式

及
び
祝
賀
会

2
月
24
日
（
火
）

・
市
町
村
政
研
修
会

・
県
町
村
会
定
期
総
会

2
月
25
日
（
水
）

・
三
州
同
盟
会
議

2
月
26
日
（
木
）

・
故
下
新
原
覺
氏
叙
勲
伝
達

・
町
住
宅
新
築
資
金
等
審
議
会

・
霧
島
火
山
防
災
検
討
委
員
会

2
月
27
日
（
金
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
鹿
児
島
湧
水
会
総
会

・
前
田
正
人
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会

町
長
動
静　
　
（
2
月
１
日
～
28
日
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,247人（ －38人）

  男　　 4,745人（ －18人）

  女　　 5,502人（ －20人）

世帯数　4,980戸（ －20戸）

　転入　　 21人
　転出　   42人
　出生　　   2人
　死亡　　 19人

平成27年2月末現在

　
（
新
生
児
）　　
　
　

 （
保
護
者
）　
（
自
治
会
）

折お
り
た田　

航わ
た
る　
　
　

  

司　

    

宮
前

有あ
り
う
ら浦　

陽あ
き
と翔　

     

和
輝    

新
替
団
地

久く

が家　

董と
う
ま真　

 　
 

忠
信　

 

町
外

山や
ま
し
た下　

雄ゆ
う
た
ろ
う

太
郎　

  
大
樹　

 

町
外

（
平
成
27
年
2
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
平
成
27
年
2
月
届
出
分
）

老
谷
西
の
齊
藤
義
信
さ
ん
か
ら

（
ア
キ
ノ
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
中
間
庭
範
男
さ
ん
か
ら

（
妙
子
さ
ん
死
去
）

二
渡
の
西
迫
広
幸
さ
ん
か
ら

（
ア
キ
さ
ん
死
去
）

丸
池
タ
ウ
ン
の
大
山
睦
博
さ
ん
か
ら

（
益
幸
さ
ん
死
去
）

四
ッ
枝
前
の
堀
ノ
内
ス
ミ
子
さ
ん
か
ら

（
満
夫
さ
ん
死
去
） 

宮
前
の
大
浦
小
夜
子
さ
ん
か
ら

（
山
下
久
行
さ
ん
死
去
）

般
若
寺
前
の
菱
刈
典
子
さ
ん
か
ら

（
山
﨑
ハ
ル
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
ハ
ッ
ト
ン
祐
美
子
さ
ん
か
ら

（
井
ノ
上　

ユ
キ
さ
ん
死
去
）

【
香
典
返
し
】

（
平
成
27
年
2
月
届
出
分
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　

 （
亨
年
）　   （
自
治
会
）

大
山　

益
幸 

68
歳 

丸
池
タ
ウ
ン

片
渕　

ユ
キ
エ 

90
歳 

竹
田
栗
野

上
村　

シ
ツ
エ 

94
歳 

上
村

山
下　

久
行 

92
歳 

山
下
東

内
村　

カ
ズ
子 

64
歳 

原
田

中
村　

晃 

89
歳 

尾
鉢

石
神　

富
美
子 

93
歳 

停
三

堀
ノ
内　

満
夫 

82
歳 

四
ツ
枝
前

川
田　

百
合 

98
歳 

麓

八
重
尾　

博
己 

89
歳 

般
若
寺
後

今
藤　

正
酉 

93
歳 

中
野

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



社会保障・税番号制度
（マイナンバー）

平成２７年１０月から
通知カードの送付がはじまります。

住民票
の住所へ

【通知カード】
平成 27 年 10 月から順次，住民票の住所宛に
送付されるマイナンバー（数字 12 ケタ）と基
本 4 情報（氏名，生年月日，性別，住所）が記
載されています。マイナンバーカードを申請す
るときに必要となりますので，申請時まで保管
してください。

【マイナンバーカード】
平成 28 年 1 月からの申請で交付される顔写真
付 IC カードです。基本 4 情報（詳細左記）とマ
イナンバー及び顔写真が記載されている公的な
身分証明書です。
マイナンバーと本人の証明には，マイナンバー
カードの利用をおすすめします。

社会保障・税番号（マイナンバー）って？
１人ひとりを特定する番号が全ての住民につきます。
●年金や医療・福祉の社会保障，税などの分野でマイナンバーを利用し

ます。
●役場，年金事務所，税務署等での手続きを統一した番号で行うことで，

より迅速・正確な行政サービスを行います。

プライバシーの保護は大丈夫？
より厳しい罰則と，国の第三者機関による指導・命令
●法律（番号法）では，他人のマイナンバーの不正入手，漏えい，他人

への不当な提供，目的外のマイナンバーの利用を禁止しています。こ
れに違反すると厳しい罰則が科せられます。

●マイナンバーを取り扱う国，地方自治体，民間事業者等に対して国の
第三者機関である特定個人情報保護委員会が，指導・命令する権限を
持ちます。

マイナンバー制度についてのご質問は

国のマイナンバーコールセンターへ　　
平日９時３０分～１７時３０分
（土日祝日，年末年始をのぞく）

☎０５７０ー20ー０１７８

（総務課からのお知らせ）


